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航空障害標識の開発状況 

 

１． ＳｐａｎＦｌａｓｈ（P&R TECHNOLOGIES 社：アメリカ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 徴：球形の下半分が有色（ｵﾚﾝｼﾞ、白、黄色より選択可）となっており、上半分が透明となっている。内部に閃

光装置を有し、昼間は下半分の有色部分で送電線を認識させ、夜間は上半分を閃光させて送電線を認識さ

せるものとなっている。 

    機器は、直接送電線に取り付けるものとなっており、電源は、送電線に流れる電流によって発生する磁気

を利用するため、新たな電源供給の必要がない。 

 

 

機器取付状況 機器外観 

参考３ 
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２．ＦＩＲＥＢＡＬＬ（FIREBALL 社：アメリカ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 徴：有色（ｵﾚﾝｼﾞ）の球形の中に、太陽電池とバッテリーを内蔵し、球形の頂部に LED(発光ダイオード)の発光

部を持っている。昼間は有色部分で送電線を認識させ、夜間は発光部を明滅させて送電線を認識させるも

のとなっている。 

    機器は、直接送電線に取り付けるものとなっており、電源は、前述のバッテリーより供給するため、新た

な電源供給の必要がない。

機器取付イメージ図 機器外観 機器構成 
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３．障害物衝突回避システム（ＯＣＡＳ） 

 
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 
図１：フィールド・ユニット        図２：光による及び音声による警告範囲   図３：警告範囲の高さ  

（障害物の上空１６５フィートまで） 
 
 
概要 ： 送電線に接近する航空機の位置、高さ、移動スピードをレーダで検知し、危険ゾーンに進入した航空機に最初はストロボ

光で警告し、さらに近づくと音声（VHF 帯のチャネルに送信）で警告する。 
 
・ノルウェイの会社が開発し、米国連邦航空局(ＦＡＡ)及びカナダ航空局(ＣＡＡ)が実証実験評価中。 

ＯＣＡＳ：Ｏｂｓｔａｃｌｅ Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ Ａｖｏｉｄａｎｃｅ Ｓｙｓｔｅｍ
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４．ヘリコプターの障害物探知・衝突警報システムの開発 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 試作した障害物探知システムのセンサ部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ミリ波レーダ、赤外線カメラ及び可視光線

カメラを利用。 

②探知距離、精度、周辺反射物の影響、機器

小型化・低廉化技術等について研究開発

中。 

③（独）電子航法研究所を中核機関として、

大学及び民間会社が参画した共同研究に

より実施。（平成１３年度～平成１７年度）

◎ 研究の背景・目的 

送電線等の目視では発見困難な障害物に衝突するヘリコプター事故がしばしば発生。 

                  

 

 

 

障害物を自動的に検知して警報を発すると共に障害物の情報を表示する障害物探知・ 

衝突警報システムの開発が望まれている。 

 


